
…噌

李
窒
の
．
漏
窯
曲
，
一
己
呂
言
§
）
は
．
・
か
し
雫
、
な
暗
わ
い
萱
も
う
一
宗
」
い
誌
だ
。
〉
て
の
味
杓
い
菱
語
弓
勺
と
す
る

と
．
つ
か
ん
だ
ほ
ず
⑦
美
Ｌ
さ
が
す
り
ぬ
け
て
ゆ
く
。
二
正
子
ぼ
い
う
．

一
房
壽
は
晩
言
の
臺
乏
い
う
。
売
祭
画
室
つ
い
圃
柳
と
し
．
覇
ろ
い
は
遊
奈
と
す
。

鱗
-
言
勿
景
を
三
！
《
、
つ
と
墜
ノ
②
濤
瞬
、
い
ｖ
・
霧
の
「
残
毒
小
」
が
、
柳
個
技
な
⑦
が
》
・
遊
糸
可
の
び
ば
じ
め
か
ら

簿釈がわが舸石ので何に善い一〉姜嵐、。￥いうえ．柳ぼともかく「蓬崇：一一Ｌつい了毛は「菫、〃せぬ。

手もン易一菫三、画八がけ宅か．‘叩！と鋤-小、野馬Ｖ種どといい、「ひげｚ、小差；卜、八鳴炎。携娠Ｖ・

「
い
と
河
、
副
」
Ｆ
涛
畔
八
か
け
ｚ
、
到
塞
ヨ
ー
爲
Ｖ
、
「
野
舅
」
に
、
八
か
げ
言
-
釦
遊
一
詞
。
陽
炎
Ｖ
砿
ど
。
鈴
木
虎
碓

かヴズグ。『・

が
八
曼
一
〃
の
奈
瀞
（
陽
炎
）
Ｖ
と
い
、
っ
の
剛
〉
で
価
ら
差
．
つ
け
る
の
で
あ
う
つ
う
。
荒
丼
鍵
か
八
弓
寺
、
汽
滞
っ
灰
く

も
の
茶
Ｖ
と
い
、
つ
の
灯
、
く
も
の
崇
の
こ
と
か
と
、
つ
け
と
っ
た
び
、
も
し
〉
て
、
っ
庁
。
今
ぱ
柳
壼
＼
も
透
糸
で
も
な
い
わ

け
一
ｆ
あ
る
。
わ
た
Ｌ
ヴ
ヘ
易
一
事
茎
訳
し
《
，
Ｌ
菫
去
、
、
棚
の
方
向
で
解
釈
Ｌ
了
い
だ
。
い
ず
猟
も
還
ら
ぬ
こ
と
ば
な
い

が
．
す
う
宍
〃
と
風
落
ち
つ
か
め
。
奈
蒜
銅
が
い
う
．

・
澪
祭
名
ご
〃
⑦
一
遊
糸
（
い
と
価
っ
）
。
遊
姦
と
ロ
く
も
や
小
虫
な
ど
か
贈
鍾
ぐ
か
え
「
淀
と
雲
、
つ
い

了
い
侭
細
い
余
ぴ
窯
教
に
空
車
Ｆ
認
じ
た
だ
よ
う
も
Ｑ
ｆ
・
善
の
景
抑
に
な
っ
て
い
ろ
。
中
国
で
口
診
Ｌ
く

な
い
び
．
日
本
で
ば
比
較
的
す
ぐ
ワ
い
の
で
よ
く
陽
炎
（
水
一
茶
気
②
僻
用
で
圭
ず
ろ
現
象
、
か
げ
弓
う
）

一

蕊繍篭
一四劃の，脚。四
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全X弐・』主宅”

４

か
け
弓
小
日
記
何
柄
が
国
に
お
ば
：
、
讓
誉
二
一
い
譲
文
の
富
奴
屋
で
偏
り
’
一
人
祁
の
日
記
体
小
説
罰
詞
壱
・
鍾

鯛
母
は
自
ら
畠
づ
向
マ
、
い
う
「
-
・
Ｉ
！
麓
《
《
〕
繊
廐
か
却
表
菫
お
じ
へ
・
は
！
あ
る
か
ワ
宝
か
⑦
に
ぢ
す
者
．
か
げ
ｚ
ふ

ゅ
に
声
と
い
-
発
こ
」
，
…
…
震
壼
求
壁
嶋
異
宍
い
畳
塁
差
求
切
て
雲
切
ら
抓
弓
悲
秦
な
顛
北
②
記
録
Ｉ

天一卜『壷ぺかく稲一Ｉ、とび一、云二か師ス／ふｉ壽参ろもの璽一-一二とに痕菫，いとこ-、人字両家徴であうた。

予
椚
ロ
ヨ
ー
ロ
”
パ
下
聖
典
童
⑦
雑
⑦
あ
ざ
か
ら
落
言
尺
「
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
の
糸
」
主
い
写
す
”
-
ロ
９
コ
㈹
だ
と
居

廿
局
獄
た
も
の
．
、
ン
エ
ー
ク
ズ
〕
-
〒
が
シ
｛
一
〃
一
-
ラ
ト
姫
の
銅
し
型
〃
ぬ
軽
き
、
恋
の
詞
汽
な
喜
び
芝
形
容
し
た

ど
こ
言
で
ゴ
サ
マ
ァ
瞳
い
暁
臼
等
一
命
一
，
と
よ
ん
だ
ご
〕
⑦
、
わ
び
常
民
の
闘
一
ぐ
「
雪
迎
え
」
と
よ
ば
制
了
い
辰
も
の
・
晩

②
ご
と
ど
ま
ち
が
え
今
械
可
い
蚕
℃
・
残
祭
垂
柳
の
横
、
す
な
わ
ち
細
技
の
糸
ど
解
す
ろ
説
び
あ
る
が
、
、
と
う

ない●

こ柧層読んで目の寺、めろ用いかした。荒其注造わたしのうけとヱハ崇下ぼなく．斎濡注のい

う
細
い
寮
た
う
辰
か
も
し
桐
樋
．

度
だ
〒
の
八
い
と
ｎ
つ
Ｖ
に
つ
い
了
云
弓
に
く
わ
し
く
扣
川
に
い
と
一
李
篝
論
究
』
に
言
い
に
今
・
山
中
智
寿

子
氏
が
、
川
口
久
雄
『
か
け
ろ
ふ
日
記
』
（
日
本
古
典
文
学
大
祭
記
一
同
『
西
域
の
虎
』
に
そ
の
考
証
の
．
あ
る

二
と
菱
教
示
六
打
だ
。
六
「
〒
く
求
め
一
-
！
読
み
、
長
い
あ
い
だ
の
渇
乏
う
ろ
お
Ｌ
這
沢
菫
は
す
べ
て
両
書
か
ら

の
引
用
で
あ
る
。
す
こ
し
取
薑
縮
調
Ｌ
た
。

～

二

》
。

盤盤

驚霞蕊
一

璽

塞
鳶

１

Ｌ

Ｉ
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！壽
出
す
裏
に
乗
『
て
、
鼠
媒
に
よ
『
・
了
家
市
六
打
石
誓
の
も
つ
椚
と
ぶ
五
蕊
の
了
川
か
げ
″
・
払
口
戦
争
の
鰐

ぞ
、
こ
く
・
だ
脂

ゞ
末
が
逝
ブ
い
た
晩
秋
の
あ
ろ
日
人
間
乏
龍
し
た
立
山
の
篭
穀
谷
の
澄
ん
だ
空
気
の
中
乏
と
ぶ
の
を
見
た
Ｉ

-

か
け
房
、
釦
の
幸
〕
の
何
か
な
げ
辰
と
び
ぢ
が
ふ
乏
、
面
〃
と
認
て
手
に
は
と
弓
楓
ず
、
設
荊
口
又
愉
く
豪
も
Ｌ
冷
す

きえしかげろ向あるかな宍、がの…・…潭拭棚壼のかけ弓、恥の巷につぶやか通やものｎ正しく蛸切，

い
四
三
側
「
で
あ
っ
た
．
二
打
に
定
家
祠
た
〃
が
擴
鈴
の
．
又
字
を
繭
了
汽
ば
か
り
に
そ
打
以
漬
の
人
々
芝
こ
と
ご
と
く

誤今己．つい，戸卜ながく〉元の実体を莞失っていたのであつ-Ｋ。大餓加）八五・八六頁》

ふく風に『ノけてもとは疋一、、學評；Ｌのかよひし流ちは〉て今にたｎとん注「宝、塗§が一卜」は蜘蛛．鼬ＯＣ

「とはん」に飛ばんと罰わんと一←』かげろ。二へ行蜘蛛が祭痕のって空芝浮誌す参、Ｖわけるひげ
３

弓勺忍。いい。ョ①弓）のこと。新古今・恋四に出“-し補注三一園一一一二｜貝

洲．ズ．か厘診實一ムズ誉《拭徳ラーい一・Ｌと・か属ゆ勘Ｌく嘱夛毫辿Ⅸ都かな注一色か、ろ」は蘇るか４

な
事
か
⑭
翻
妹
釣
議
に
ぼ
⑦
切
手
色
が
喪
リ
易
い
こ
と
。
↓
領
注
二
一
一
同
同

補
注
二
一
秋
の
風
び
吹
く
に
っ
Ｅ
ｔ
、
蜘
蛛
が
塞
卜
の
っ
て
空
の
這
い
路
三
と
ん
で
行
宍
か
う
の
で
あ
る
が
、

〒のなげ毒ふの通い路も鍵え・簔家の訪桐も錠え一パあずたをお見霜いすろの意．計・：・・：この歌を旧

注
す
べ
て
衣
逼
姫
②
「
わ
び
ご
一
示
く
べ
一
二
戸
な
Ⅷ
さ
き
か
に
の
く
も
の
ふ
ろ
ま
ひ
か
ね
て
し
ろ
し
も
」
（
”
古
今

塁
減
歎
）
の
故
事
に
主
っ
て
解
し
穴
の
は
-
か
け
葛
、
ふ
が
零
ｍ
目
ョ
耐
可
で
あ
る
こ
と
を
知
令
な
ひ
つ
氏
薑
三
ヶ

ら
薄
っ
た
誤
解
で
あ
「
・
た
。
同
三
三
九
一
貝

．｝

補注二一「色か、ろ」同側。、、血ョの〈が謂岩ひなエガにほのいいて．斜の光線を反射し元７リ
ザ



ズ
ム
の
よ
う
に
た
え
ず
色
が
か
わ
っ
て
空
を
と
ぶ
と
一
三
か
ら
い
う
、
吹
く
風
に
つ
け
て
訪
弓
、
つ
と
仰
せ
も
椥
幕

が
．
そ
の
秋
風
仮
か
け
弓
丸
の
祭
も
一
仮
え
ず
ぼ
の
Ｍ
ま
つ
つ
色
か
わ
る
よ
う
．
原
、
人
の
侭
め
う
フ
ズ
ラ
こ
て
広
兎

い
よ
そ
え
う
れ
了
、
誉
が
ま
が
Ｌ
く
ま
え
霊
わ
打
乙
の
蓋
。
周
筒

→
昭
鋼
十
四
一
菱
二
月
中
旬
の
東
奈
朝
巳
薊
闇
に
東
北
大
学
教
授
岡
田
簔
之
助
逼
博
の
ご
雲
迎
へ
談
簔
」
と
い
う
斜

学
随
臺
び
出
た
。
仏
は
読
愚
な
が
ら
罵
菱
打
っ
た
。
妻
を
撮
る
と
こ
う
一
ｒ
売
る
，

結
城
哀
草
栗
灰
の
『
川
風
土
記
』
の
記
事
に
雪
迎
え
駒
二
と
か
賃
え
蟇
．
暁
裁
の
猿
、
羽
雨
の
国
の
空
塞
、
細

く
白
い
宗
の
よ
う
な
も
の
が
無
ぶ
。
す
る
と
〒
⑦
翌
日
編
淀
Ｕ
か
ら
霊
が
蔭
川
冶
鰄
ろ
㈱
で
雲
迎
え
と
よ
ぶ
。
》
、

の
正
体
ロ
動
糊
か
艫
澗
か
ｈ
か
ら
写
り
と
い
、
フ
。
実
物
が
東
北
大
学
の
佐
蒜
藍
夫
氏
仇
も
と
に
壷
今
桝
了
宍
丁
、

調
べ
ろ
と
蜘
蛛
の
吐
く
語
で
最
近
学
界
に
報
告
示
打
代
。
こ
の
現
象
は
、
が
国
で
、
薑
尋
、
机
な
か
『
た
が
、
西

欧
季
、
ｎ
雪
還
の
こ
と
と
認
え
、
蝿
妹
頻
の
琴
門
書
ぼ
も
三
ろ
ん
・
辞
典
灰
も
出
一
ｌ
い
ろ
。
“
す
乃
杓
言
晩
秋
の
侯
、

蒔
一
Ｉ
卜
禰
害
に
一
堂
快
晴
②
臼
に
制
謙
②
子
が
宗
達
・
証
表
．
風
に
乗
じ
→
ｌ
空
中
症
浮
か
び
．
這
く
運
ば
、
て
書
屋

《
Ｌ
た
と
ご
弓
広
敦
天
蛇
を
開
拓
…
）
兵
う
と
い
｛
ノ
．
仮
ん
ぽ
ぽ
の
種
子
の
柔
一
ノ
原
鐘
挨
撒
市
の
察
で
蟇
ぐ
何
コ
薄
ゞ

マ
ア
・
種
下
は
妖
精
の
鰊
い
淀
兼
、
竺
滞
で
ば
聖
母
例
錫
ぐ
宗
、
韻
下
は
秋
の
糸
と
よ
ぶ
．
・

こ
の
正
体
が
蜘
蛛
の
系
江
初
か
；
に
詞
臓
欧
州
で
は
一
七
世
錠
の
末
二
君
・
一
方
中
国
の
辞
書
一
ぐ
は
遊
綴
を
蜘

蛛
あ
る
い
け
青
虫
の
吐
く
糸
で
、
室
甲
に
穂
場
す
る
も
の
と
Ｉ
｝
て
、
・
コ
サ
マ
ア
に
遊
錬
⑦
訳
語
壷
あ
て
ろ
-
し
か

Ｌ
わ
び
国
で
は
不
罵
謡
に
・
も
ゴ
サ
ー
γ
ァ
切
訳
に
必
ず
喝
炎
を
あ
げ
、
逆
に
扣
英
辞
典
下
陽
炎
達
ひ
く
と
コ
サ
マ
ア

と
出
丁
く
る
。
・
雫
：
缶
…
ｉ
小
川
蕊
撹
教
祷
の
示
教
に
装
打
は
壹
米
遊
釡
と
詩
顛
に
多
く
用
い
る
が
．
陽
炎
の
謡
に
使
っ

た
例
は
ワ
い
、
の
み
か
は
采
の
千
一
洙
の
杜
南
詩
の
涙
二
○
三
ハ
Ⅲ
濤
唇
一
丁
ご
湾
）
や
、
羅
顎
②
爾
雅
翼
二 ▲９．←『▲

守
ら

｛一酷一一＄Ｇ舎一、

'４-４ 834
〃



昭
和
十
六
王
十
一
月
一
日
：
…
・
誰
穀
谷
の
沢
乏
歩
い
て
い
辰
、
干
策
一
時
す
ギ
』
、
豆
幽
弥
陀
テ
崇
の
熔
岩
首
舵

が
、
逆
光
⑦
中
に
勺
す
あ
お
い
か
げ
り
壷
帯
び
て
・
数
百
メ
ー
ト
ル
の
耗
壁
達
な
し
て
屹
・
立
Ｌ
て
い
た
・
綣
窒
の

か
げ
が
宍
桐
Ｔ
光
が
仰
げ
る
位
置
に
た
っ
た
と
ぎ
、
払
ほ
お
と
言
く
空
言
、
も
の
董
完
た
。
そ
ら
い
っ
ぽ
い
に
静

か
に
う
か
ん
で
移
動
Ｌ
了
い
く
、
壽
今
奈
今
と
光
る
細
い
白
銀
の
宗
の
群
洞
。
手
を
⑦
ぱ
せ
ぼ
と
今
え
今
桐
そ
う

な
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
か
ら
上
方
へ
無
限
の
大
空
に
窯
叛
に
す
ぎ
ま
も
な
く
・
ぼ
今
壬
か
汽
丁
い
ろ
《
近
い
と

二
弓
灯
畏
さ
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
ゞ
臺
〆
ｌ
ト
ル
あ
ま
り
．
上
方
へ
行
く
に
つ
楓
了
次
第
に
小
ま
く
、
つ
い
に
阿

弥
陀
ヶ
崇
の
上
方
へ
白
金
粉
了
し
・
ば
ら
ま
い
た
よ
、
フ
に
光
″
か
び
よ
い
つ
つ
消
え
去
っ
て
い
く
。
目
の
高
穴
の
と

こ
ろ
で
は
何
も
発
見
六
打
な
い
、
ニ
メ
ｉ
ト
ル
ほ
ど
の
言
六
に
豆
り
．
太
陽
光
錬
と
服
と
か
一
定
の
角
濤
に
な
る

と
・
は
じ
防
丁
忽
然
と
白
銀
の
細
く
万
す
か
な
系
が
か
び
や
宍
出
す
の
下
あ
る
。
「
あ
″
と
み
了
手
に
は
と
今
拭

ず
Ｉ
哩
私
は
二
柄
が
”
コ
サ
ヱ
ヅ
だ
と
盲
貢
Ｌ
た
ゞ
勺
凡
と
か
Ｌ
さ
房
実
体
至
と
ら
え
よ
う
と
Ｌ
て
《
沢
圭
富

に
左
に
か
け
覗
い
た
。
私
ほ
ふ
り
か
ぎ
Ｌ
淀
木
の
枝
の
先
に
ひ
再
う
じ
了
ｐ
う
か
が
う
た
も
の
仮
エ
ラ
Ｔ
細
い
ゴ

極
め
Ｔ
細
い
蜘
蛛
の
祭
下
あ
る
二
と
芝
確
認
Ｌ
た
び
．
￥
の
上
に
の
う
て
い
ろ
”
ず
い
蜘
蛛
の
子
は
と
う
と
う
確

認
す
る
ご
と
び
で
余
な
か
っ
一
代
。
（
蜘
蛛
の
子
は
い
す
か
フ
辰
の
で
は
な
く
、
弱
壬
り
応
小
ま
く
マ
勇
お
と
し
え

い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
と
で
わ
か
っ
た
）
．
・

山
岸
徳
平
博
士
が
子
供
乙
一
弓
の
秋
の
午
蕉
都
②
要
塞
ゴ
サ
マ
ア
が
飛
永
②
逹
裂
了
八
「
達
の
壷

と
《
呼
ん
で
い
涙
と
い
わ
棡
・
フ
ー
ヲ
シ
ズ
の
学
リ
の
国
。
一
切
Ｑ
の
園
。
匡
一
喝
．
ｍ
で
六
月
初
に
と
》
ふ
の
壷
み
丁

〆〆

廼
蘇
萱
蜘
蛛
、

ｰ

'４５ 885 凸
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一ヅ ←

「
拠
域
の
謀
」
ヨ
：
一
三
言
蝿
の
と
よ
ん
で
い
た
し
、
Ｓ
氏
何
故
郷
の
イ
ル
・
ド
フ
ラ
ン
ス
の
ア
匡
翼
の
司
司
”
で
・

ま
だ
そ
の
夫
人
は
、
茜
ョ
意
い
で
子
廣
の
ご
肴
．
萩
ま
た
何
春
と
ぶ
の
芝
患
Ｔ
、
母
か
ら
「
拠
草
の
糸
」
と
教
え
今

打
た
と
い
、
フ
〃
同
一
二
一
迄
～
一
三
九
一
舅

『
紅
楼
琴
』
｛
伊
藤
承
平
氏
訳
）
三
十
六
回
．
主
人
公
の
宝
玉
が
少
な
役
者
の
禁
官
び
ね
て
い
る
と
こ
ろ
に
近

ず
い
了

ｕと鉦」

寒
宍
了
一
『
ふ
う
わ
剛
奈
鰭
』
⑦
一
節
を
歌
っ
て
く
れ
ま
い
か
と
頼
み
ま
Ｌ
一
に
。
（
中
国
古
葵
文
学
大
拳
“
）

、
一
伊
藤
武
の
注
に
工
ろ
と
、
二
打
は
明
の
湯
顕
祖
の
裁
曲
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
津
一
○
銅
の
句
「
裏
噴
絲
察
閑
庭

院

」

歪

ま

す

と

い

う

″

６

４柄号永

ふうわ〃系遊Ｌすか可石庭に閏にの〃てくる。／あてや鯏砿紅鐵と喋一さ〉て言ひし一代の／銘

と
寮

》かく桔打丼砕拭垣至かざるとは／よｚＬ寺、哀切Ｔ脈壽、棗もこ紬』天収呵にかせん／、つ打Ｌ６

疽勺

舎
反
辰
⑦
し
ま
事
何
誰
び
家
の
院
仮
か
両
ろ
／
Ｉ
も
ぼ
ら
漱
花
に
も
勤
小
佳
人
な
舸
憾
こ
そ
／
水
に
４

と
冬
。

も
似
て
藷
月
は
流
打
ゆ
く

こ
い
晴
隷
は
遊
崇
・
飛
糸
の
二
王
で
《
虫
の
は
く
糸
す
じ
だ
と
中
国
で
い
っ
て
い
ろ
と
あ
る
か
今
、
：
、
や
は
リ
ゴ

サ
マ
ア
で
偏
ろ
ご
と
差
訳
詞
Ｌ
了
い
ろ
例
で
詞
ろ
。
凧
一
画
一
百

「
か
耐
言
ふ
⑦
あ
る
か
な
宍
か
侭
藏
の
刷
壽
丁
砺
ろ
ほ
あ
る
と
も
馬
は
ざ
今
な
む
’
三
空
穂
．
俵
蔭
烹
「
世

の
中
と
悪
ひ
し
も
の
を
か
け
ス
ふ
の
あ
る
か
な
き
ひ
の
世
に
こ
箒
砺
Ｕ
け
れ
」
（
穴
硲
一
・
か
げ
君
ふ
｝
・
文
遥
に

死鈎画二星一百藷一，遊崇峡空転」。千識桂洵、春騨Ｆ「遊奈綜乱豐羅天劉禺王翌と勗壽、菅家

文臺で何蜘蛛と震Ｌ了「瞳風転雷蛭」「秋膓軟自蜘妹緯．寸寸分分淑尽還」・田氏家票秀口「雪←

-
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０
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０
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一

一
・
《
天
照
蕾
字
遊
糸
」
一
天
外
茜
祭
或
有
無
」

ろのと同凱。西欧では「ノートル係．ムの煮」阿マリアの宿（式）か今落一らた当牛くずだとい、打了

い
た
が
小
野
篁
乞
「
当
天
遊
織
雲
藷
綴
」
（
看
生
）
と
吟
じ
で
瀞
犠
の
糸
唇
だ
と
見
旋
二
る
．
士
御
門
院
御
集

に
「
大
空
に
誰
が
郷
川
な
せ
ろ
く
洞
は
と
″
あ
や
に
乱
ろ
ろ
の
べ
の
糸
、
ふ
」
大
叢
一
昔
一
員

遊
糸
に
つ
い
丁
ロ
ロ
ラ
宝
川
Ｌ
衣
・
李
賀
の
表
鯨
も
ほ
と
ん
ど
遊
糸
に
弓
が
い
可
い
。
た
だ
手
続
宝
と
Ｌ
元
け

碧
が
愛
読
Ｌ
仮
と
兎
わ
桐
ろ
先
行
文
献
と
⑦
対
応
芝
検
討
す
壱
二
と
麦
欠
か
せ
可
い
，
一
需
糸
曲
」
の
本
文
差
か

か
げ
・
残
余
き
い
ち
お
う
遊
奈
と
み
て
子
の
試
訳
壬
そ
え
、
吟
味
Ｌ
了
励
ま
だ
い
？

雲鐵奄鞠瞬等一㎡ｆ“《《

垂
楊
察
老
鶯
彌
兇

悪
無
欲
断
黄
蜂
需

誤 緑
粉 籟
壷 戎
中 茸
況 金
瑛 叙
珀 害

う
て
癒

花
豊
欲
暮
言
鮮
去
花
見
の
台

一一一

ｰ Q g

｣ の

ざ
些■

■●

エ

ロ口

一 一

も

，舌
堂̅・挙欝

-１『写り･･･罰
４ ４ *

･ 仁 ｡ .
｡ ● 今4 .、,

奄 却
ﾛ p 屯
や ■ ÷
- ̅ ▽
今 ｡。．』ー

し
だ
、
や
な
篝
⑦
票
ロ
老
い
了
鶯
口
諾
は
ぐ
く
誇

粛
ん
の
祭
遊
辰
え
だ
え
に
黄
蜂
か
へ
〃
采

グ

み

が

ｒ

』

み
と
″
の
雲
の
少
茸
と
金
の
叙
⑦
灰
乏
や
め

は
な
だ
の
王
の
壷
の
う
ち
沈
む
碗
瑁
。

へ ０

、

暮
れ
む
と
し
善
ヂ
ガ
リ
Ｌ
に

Ｉ

一
議
湾
一
》
声

》》一》準一写
錘》謹塞・

。
】●か

に
け
碗
弓
世
些
な
ど
ど
歌

守蓋蕊灘駕識鰯
『

■

。

■

Ｊ

口
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乃
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一

ー

ご陣６ケＪ毎 一

「
雷
系
曲
」
口
棄
狩
と
み
一
く
よ
い
も
の
だ
が
『
套
汽
詩
筐
直
に
見
え
な
い
。
害
・
宋
人
②
避
雷
詩
に
も
貝
え
一
唾

Ｉ
ょ
、
っ
で
迄
壹
琴
一
二
一
句
の
「
少
年
」
窒
明
本
系
壼
争
が
一
韓
簔
少
」
琴
可
一
つ
以
外
に
は
文
字
の
雲
へ
周
も
辱
岻

李
雲
璽
訶
再
拙
槁
「
蘇
小
小
」
下
じ
い
『
／
犀
よ
、
っ
煽
一
；
毫
啄
飼
唇
關
菱
一
重
へ
ろ
際
に
一
三
了
の
押
韻
差
額
壜
す

る脳零があるよう下面ろ。（両．Ｑ詞一二のＫず一四コズーゴ一価万一〉ヨーコ》、“庁の峰ｏ１ｍいｑ「匠工。「３--幻一・勺）＆《清

華
学
報
・
罰
上
空
毛
亭
一
期
一
匡
字
雲
⑦
逼
顛
ロ
←
詩
津
野
進
展
斐
化
と
灯
見
が
穴
く
、
諾
言
の
転
棲
莪
化
に
よ

る
も
の
だ
、
と
い
う
。
語
一
一
日
の
奏
化
に
窯
知
な
わ
麿
麿
臆
批
評
す
る
舅
路
は
な
い
が
・
同
一
翌
メ
ロ
賀
の
詩
の
竜
壗

的
要
閏
ン
拝
韻
と
の
封
一
代
〆
つ
い
て
痔
と
ん
ど
ふ
御
了
い
豆
哩
一
参
壹
一
参
で
應
沈
兼
士
『
塵
韻
声
彙
』
に
よ
っ

て
「
残
糸
曲
」
を
言
檮
化
Ｌ
・
〉
一
、
雲
〔
辰
現
ぱ
の
北
奈
盲
に
よ
る
美
音
圭
並
記
す
る
。

へ（【匡口芯Ｃ

ｌ

▲
》
》
●
●
の

、￥Ｐ厘

、

。

９Ｎ昼ごＦｎｊ

“塁Ｎ再雪
落
花
薄
呼
廻
風
霊

揃
芙
相
催
不
知
款

沈
郎
責
鋳
天
城
路

着
電
垣
Ｆ
重
重
為
い
き
再
ミ
両
息
：

八〕

。

○
、
二
ゴ
ー
●
◆
・
■
一
一

あ（〔ざ○毒。。砕垂卑戸或冒野戸恥言。茸ミー》・趣ｇや霊

ｊ

』

●

、

●（●一一．

中毎。Ｆ争

廻聖？胃緯へ卜負２．迂切三。幹ご砺募-

も

●

●

●

３

Ｊ

ｊ

漕匡町言・曹。。管“亀・門雪弓・写。尋毒．

』

つ
ぁ
ど

落
ち
糺
死
迂
弓
あ
び
〃
狸
風
諸
ひ

愉
の
美
言
剛
い
亭
聿
、
叙
し
御
ず

し・ん死
ど
の
が
鋳
し
青
銅
の
鎌
か
や
圭
弓
の
路
乏
せ
ば
め
て

̅

〆 一

、一ざ。

幸ロ毎■ｐ●一
刷置酌無か狼委嘱

、アニヘ〉、臥．晦又心一跡。ｘ一コ函一レロ仙弓

、○ｇ三帆一・ＫｐＱ一一酢．琴匡“二吋・←画一唾唖迄『

一』ず一コ切二酢○コ一四雪」弐二・ｎ．三皿一天妙

。
心
、

毛
需
夜
．
三
脚
訂
怠
、
辰
。
言
乱

…
ｒ零一膳１１１１

ー

、

琴
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欄潮驚轤蕊淡悪霊鑑悪霊鶚＃

←ｇ琴：澤呂。ご←許寿．含智。直愚・員巨

・這置侭亨、管愚・駐菅脅・翼冥豐：←苛め賃。

・綴切言堂点。武尽愚。烏簿壇声尊Ｐ・椴舞亀言。．

一

〆

ー

茅
一
旬
⑦
「
完
」
ロ
上
平
５
黄
・
第
一
一
句
の
「
農
」
、
上
平
８
微
（
独
用
）
で
・
両
司
、
不
完
脚
韻
。

等
三
句
の
「
客
」
と
第
四
例
切
「
珀
」
は
と
も
に
入
声
釦
厄
で
、
両
旬
は
完
全
脚
韻
。

第
五
旬
の
二
言
は
去
声
９
御
（
種
用
）
・
第
上
司
の
「
教
」
は
宏
声
旧
逼
、
堯
八
司
の
「
路
」
は
吉
吉
川
薑

で
遇
と
周
用
。
こ
の
三
句
は
不
実
職
驫
と
考
え
ら
打
ろ
．
ぞ
っ
Ｌ
了
毒
七
句
、
韻
を
ふ
ま
め
句
と
見
る
か
、
室
置

は
上
声
９
愛
だ
か
ら
．
第
七
旬
の
二
三
と
要
副
的
な
逼
押
を
」
た
と
Ｌ
あ
る
い
け
諾
音
の
転
突
の
影
響
と
す
る

な

ど

の

見

方

し

あ

る

か

も

Ｌ

和

い

←

’

→

：

理

な
お
-
「
汎
」
は
「
死
」
の
俗
字
だ
が
・
弩
の
集
の
宋
本
桑
諸
本
で
は
、
個
有
名
詞
に
、
「
死
」
を
、
莞
の
他

一
Ｌ
、
「
尻
」
麦
使
用
す
る
よ
う
で
あ
る
。

垂
楊
彙
老
鶯
彌
完

四

Ｏ

心

蕊繍篭驚驚鳶篭童篭婁蟇箕隻蓋欝蝋驚蕊驚婁錘

。

、

．

グ

ゴ匡勤法以一ＫロヨごＰ一己。ｏ一竺匡

一己言叫長Ｎ呂言「か気雲、良く

Ｋこ」一四×一四二吋、昌ゞ
ご豆Ｎ三『帆一身．

、

一

己

、

。

〆
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八
掻
ず
ろ
仁
揚
と
柳
と
、
別
や
揚
同
技
訊
脆
に
Ｌ
了
短
く
箒
は
円
閑
に
し
て
尖
る
．
柳
は
葦
長
く
し
て
狭
く
枝

軌
か
に
し
て
副
か
な
剛
Ｖ
と
『
説
文
逼
訓
定
声
』
の
い
つ
ぷ
う
に
．
場
と
柳
と
口
区
別
が
お
る
が
、
￥
舸
今
量
逼

．
陛
岳
や
・

じ
て
楊
柳
と
い
い
・
す
な
わ
言
日
本
の
「
や
な
雫
、
」
で
、
ニ
ン
ー
に
「
・
至
場
」
と
い
え
ば
「
枝
・
奉
一
凧
柳
」
で
あ
る
。

同
じ
枝
垂
れ
柳
乏
う
た
う
作
に
「
少
年
楽
」
紹
量
言
毘
→
）
が
高
ろ
。●
『
ロ
グ
Ｐ
『
〃
■

芳
菫
一
重
に
錦
の
姐
宍
地
／
二
十
戻
遊
す
雷
獅
の
奎
蓉
／
紅
鍵
勤
か
ず
白
馬
賎
ろ
／
一
里
柳
金
絲

雪
水
芝
払
う
／
呉
蛾
未
だ
》
六
、
ず
花
開
か
｛
ず
／
緑
震
誉
堕
し
一
關
雲
趣
ろ
／
陸
郁
酔
に
筒
リ

霊
訣
を
臺
圭
、
／
葦
ひ
得
た
〃
宝
叙
の
金
蒻
翠

『
祭
府
一
討
集
』
に
李
篝
の
作
と
Ｌ
て
渇
け
る
も
の
だ
が
、
弩
の
察
に
、
見
え
一
グ
ー
寮
わ
し
い
も
⑦
尺
、
仮
に
雲
０

②
作
と
Ｌ
了
も
こ
こ
で
Ⅸ
「
／
至
師
」
の
文
字
を
用
い
る
皐
騨
言
舜
内
容
が
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
雲
ろ
文
字
麦
使
、
っ
⑦
甑

は-音調⑦都合と・イの制作順振脚とし可使用し涯自鼻差嬉爪ゞ
｛りろな．どの理由にｒ一石。

申
．
●
や
早
●
０
０
■

『読経』育風『｛粥洋一漏礪〕｛…一八標垂抓可了圃に簗乖椚ぼ、狂夫も雲窪六ＭＶ口枝望椚柳。陳風旧

「宗門之揚」一伽一岬崇群の場《冥価・菫臓拝拝Ｖは枝の上にあがっているヤナギ（｜例を開けろとポ凶

ブラ）。小鴫《采薇」に八一一寮病一堂．上とキ、。”楊柳添脈たり一一、Ｖとい勺⑦阿技垂舸柳であ君っ。「釆

一
●
草
■
中
今
■
・
Ｂ
Ｄ
函
昏
一
●
巳

一
薇
」
の
司
口
出
征
兵
士
が
叙
誘
の
や
な
実
、
左
．
Ｕ
い
→
-
は
妻
（
あ
る
い
は
恋
人
）
乏
尾
っ
て
ガ
な
Ｌ
ん
で
い
ろ

⑦だ＃》卦〃稲一脚時引く←提詩「九罫・鴻謁」靭句にほ）元の影が夫、Ｌていちが秒Ｌ打倒。作者は漢の劉向

・蜜宇の孤子乏閏制為桔楊⑦第鶉芝哀Ｌ迫。孤雌口高漬に吟じ鳴鳩ほ察愉に椿む。

「枯楊」が一重楊葉老」を「尭畿」が「撞一弼兒」乏隠杓三りいＴもないので掲げ辰が「蓉屠」

が
た
罠
弓
に
言
齋
鬼
曲
」
と
び
か
ｈ
ろ
と
い
う
の
で
ぼ
な
ゞ
い
、
だ
が
沢
に
引
く
漢
の
枚
宗
の
「
柳
霞
』
》
は
閏
係
が

-
６
１
１
-
Ｊ
Ｄ
-
ｌ
Ｉ
ｌ

１
０
■
口
７
０
８
■
Ⅱ
９
１
９
０
７
０
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
ｌ
ａ
ｌ
Ⅱ
０
凸
日
日
Ｕ
０
Ｐ
ｌ
ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｂ
Ｂ
ｌ
ｕ
Ｅ
９
ｆ
ｆ
Ｉ
ｆ
Ｄ
、
Ｄ
・
０
．
０
ｉ
Ⅱ
Ｉ
、
-
Ｕ
０

罷
画

Ｌ←



- -

酌

定
棗
の
館
の
圭
隊
の
木
．
技
阿
逵
建
と
Ｌ
て
祭
芝
含
み
、
｜
筆
伺
雲
菫
と
Ｌ
丁
緑
圭
吐
く
．
出
入
す
る
風
雲
、

去
来
す
る
砺
族
、
談
に
上
下
し
て
巧
毒
、
亦
萎
衣
に
し
て
舞
足
”
蠣
据
画
響
壬
雲
Ｌ
く
し
、
蜘
蛛
口
諜
壷
吠
一

く
禮
菫
漠
漠
白
日
遅
達
，
あ
あ
細
柳
、
軽
錬
至
流
凱
す
。
言
王
、
〒
⑦
妻
垂
溺
穆
に
し
へ
菫
英
重
制
し

了
之
乏
翫
α
小
臣
ぼ
雪
籟
な
執
と
賀
こ
例
が
た
切
に
詞
芝
陳
ぶ
．
あ
あ
窯
し
い
か
な
・
三
一
辰
お
こ
ぐ

霧に繰玉の酒乏霊丁・爵し一些雲栞の鯵査歎じ、奈鎧子涙、、一へ壱に盈蒲Ｌ・弱鵜清管、風霜と

雇
う

共
に
離
す
。
鎗
鐘
鍬
郵
、
蕎
繰
寂
蓼
．
偏
Ｘ
英
亮
．
襟
壹
・
列
ね
抱
至
聯
く
い
．
小
臣
口
鴻
毛
を
效
寸
な
く
-

子１-ｂ

空
し
く
黛
乏
街
｝
《
て
醗
至
蟻
〃
、
ま
た
河
清
典
温
娼
く
と
藷
も
，
籍
に
黒
を
建
檮
に
増
す
二
と
な
け
ん
。
》

こ
こ
に
、
樟
至
打
柳
が
あ
〃
鐸
壽
遊
び
あ
り
．
漂
玉
の
酒
ぴ
あ
〃
全
漿
の
潔
が
両
ろ
。
「
酉
示
籍
記
』
は
一
扇

文
の
前
に
八
梁
の
孝
壬
、
一
遍
箒
の
館
に
蓬
α
諸
遊
士
を
蕉
例
、
各
お
⑦
賦
査
作
、
勺
し
む
Ｖ
と
説
明
す
毫
孚
雷

にロ「祭臺古愁」昼一窓（召昌）が〉一切う可孝一土の園遊窒、うたう。枚崇の「抑賦」を知らなか、辰、ずけ

な
い
．
〉
元
勺
だ
と
す
礼
は
『
残
宗
曲
」
の
舞
台
も
ま
た
心
房
い
乏
定
桝
者
に
尾
ろ
だ
⑦
Ｌ
い
館
で
あ
７
辰
に
違
い

な
い
．
と
□
い
『
丁
も
梁
一
土
⑦
臺
沼
の
広
大
乏
識
刺
す
る
雲
の
苧
潟
す
る
と
一
三
で
あ
る
。
む
し
ろ
北
周
嘆
筐
が

一
枝
の
上
、
桑
父
同
菫
乏
遷
ん
ず
ろ
の
所
を
雷
ゞ
一
壷
の
中
、
壷
公
は
舅
を
客
ろ
ろ
の
舵
あ
り
心
←

と
瓢
し
た
エ
ラ
画
咄
園
下
あ
う
辰
言
う
。
萸
信
は
雷
が
「
震
一
目
会
措
款
」
で
う
尺
弓
候
実
肩
言
の
子
で
あ
る
．

｜
楊
柳
ロ
茂
樹
に
あ
ら
ず
，
撞
仁
依
「
了
自
堂
菅
乏
覚
唾
夜
邉
に
粉
色
通
じ
、
菜
襄
に
紅
巾
咲
ず
過
日
乏
講

かご

ぴで簔診侭秀れ〃、吹に因ラマ宗室壼痛、っ，篝歪療っｎま寺、に毒あるぺし、錦え仮桃李の人

な
る
べ
し
。
婆
元
帝
詠
陽
橇
穰
管
那

七

緯蝋鐸塞霊認蓉蕊灘零

～

守一
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一

菫揚何挑琴０人を得て薯いを定仇た下砺弓、っ。〉て椚阿『易』の大這に．

植
揚
梯
圭
生
ず

と
い
う
の
に
鰍
な
く
ぼ
な
い
．
『
易
』
阪
吋
鏡
け
Ｔ
い
う
、

老
夫
そ
の
菫
妻
芝
得
た
〃
・
利
あ
ら
ざ
る
三
と
な
し
。
・
《
一
・

互
毒
と
口
・
肩
の
壬
夫
之
に
」
４
胴
ば
・
言
い
処
草
の
両
塚
だ
￥
今
う
で
為
喜
。

言
、
関
け
．
臺
揚
の
雲
、
老
い
ろ
・
子
温
で
も
窒
瞬
菫
煙
子
乏
王
舞
？
雲
海
ひ
唖
辰
寅
乏
ふ
く
壬
せ
る
。
Ａ
な

く
丁
宙
は
幸
も
な
し
Ｖ
と
西
方
の
詩
人
臓
・
フ
庇
勺
琴
一
雫
蕩
る
い
、
篭
楓
が
人
錨
雨
壹
ぞ
、
ろ
こ
と
げ
し
Ｖ
か
．

やゆ。》》一一一一諏０，『，．》・口

盛
綴
欲
統
奏
蜂
隷
誌
董
→
｜

■

一

一

一

ｂ

■

一

寺

“

凶

い

，

喪
信
「
扣
昊
法
師
壷
罠
明
一
三
三
苓
斜
二
厘
い
う
。
》
手
二
一
・
・
←

秋光阿晩玉…善雲”碆雫一へ華曇毒蚕邪へ雫．伽厘郷ベリ。一密菱廐浴濤乏障雲り・高荷、鈎船を没す。辞

硫は散菊に義鞭霊夢害嘱鑑藍《ゞ
菫雲毎落癒睡斗潤壷罎し．棲鳶画一絃蓬送る．

「涜祭」の語乏詩蒋爵聴夢一纐と．堂、侭ご滅び古いと尾ラｐ、覺唾昴詩から「霧糸」の話杢学ん

可→７

だ
こ
と
．
ほ
と
ん
ど
義
陞
覗
げ
窪
ゞ
《
屍
臓
信
卿
濡
奈
雪
諄
逗
窒
←
偲
紀
讓
華
一
実
信
誇
試
遥
』
で
付
八
蕊
が
析
洞
ろ
と

祭
が
あ
る
．
だ
か
ら
祭
が
繍
這
乏
須
ろ
逵
峰
今
Ｖ
と
注
す
る
・
も
し
ぞ
う
な
今
ば
、
字
面
付
同
じ
で
も
、
弩
の
残

奈
と
は
妄
フ
た
く
割
澗
と
い
う
二
と
嘱
巧
．
弓
・
う
．
「
溺
奈
曲
」
に
運
の
糸
の
い
〃
こ
む
余
蛇
ｎ
な
い
．
し
ぅ
と
池

信
の
作
で
は
．
言
荷
」
「
栃
霞
〕
か
語
が
易
弓
か
弓
「
壷
系
」
ぴ
蓬
の
語
と
な
〃
う
宅
の
で
．
寿
和
蚤
雷
の
作
に

０
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価
喧
は
マ
イ
十
ズ
だ
ろ
う
》
こ
こ
の
「
残
語
」
は
遊
糸
と
み
ろ
ぺ
会
だ
言
う
。
莞
桐
な
ら
、
、
篝
の
霧
糸
も
遊
崇
だ

と

す

る

田

が

よ

い

②

だ

言

う

か

。

；

←

》

遊
糸
が
詩
文
に
っ
淀
ｎ
打
ろ
例
で
わ
た
し
の
知
る
古
い
℃
⑦
ｎ
さ
岑
、
に
引
い
た
枚
束
の
「
柳
賦
」
で
・
員
ら
桐

ろ
よ
う
に
「
吐
謝
」
と
あ
る
・
こ
⑦
鐸
口
く
じ
⑦
雲
と
羨
え
銅
ご
と
む
汀
い
・
口
つ
ま
川
「
遊
縣
」
の
語
を
飼
い

ろ
例
と
Ｌ
了
票
の
武
帝
の
「
宍
豊
寺
疏
團
蛍
こ
び
砺
ろ
。

組
に
宗
じ
て
瘍
と
Ｌ
て
這
豫
す
．
こ
こ
に
即
ひ
止
惠
す
。
連
山
去
う
丁
限
〃
な
く
、
、
長
洲
堂
一
八
極
ま
ら
ず
・
開

男．

８

蒜
差
と
Ｌ
て
だ
窟
照
川
、
左
ち
み
可
喜
色
．
礎
罎
遊
舞
壷
嬬
《
出
浅
飛
塁
圭
一
雷
ろ
。
そ
の
禁
Ｌ
・
え
筐
に

を
冬

馬
脚
難
し
-
鰯
然
事
ぞ
前
石
弓
ん
。
（
飾
、
一
に
極
に
作
る
）
。
、
ｒ
《
Ｓ

闇

女

帝

「

三

月

三

日

牽

雨

威

詩

」

・

４

芳
年
美
色
多
く
・
巽
景
霞
た
研
遥
。
蕊
査
握
り
Ｌ
付
是
舸
旦
、
交
差
橡
〃
し
も
亦
今
朝
。
廻
沙
琶

景
水
溜
打
、
曲
畑
桃
天
蓬
散
す
．
綺
花
一
橦
一
卜
非
ず
・
“
風
綴
百
陳
胤
ろ
．
雲
ｎ
超
ろ
相
馬
談
．
日
口
照

す
飛
虹
橋
．
繁
華
妹
色
燵
く
．
蒸
韻
研
妖
慧
辰
Ｕ
・
金
鞍
⑦
汗
血
馬
・
寳
髻
の
珊
瑚
麺
．
繭
書
》
穀
袖

に
紀
哩
“
》
・
運
錦
瓊
腰
に
索
す
⑳
相
壱
て
緑
樹
に
億
打
、
人
を
貝
丁
還
た
自
ら
塙
な
〃
・
王
柱
羅
蕊
仮
嘱

Ｕ
醸
椀
廻
潮
に
這
慰
浴
簿
蓼
ｚ
喧
っ
一
Ｌ
弱
ら
ず
ん
噂
請
程
》
識
ぞ
椒
差
鮨
弓
人
ゞ
》

』毎一

の
風
縣
が
遊
糸
で
あ
る
こ
と
ｎ
．
簡
文
の
こ
の
笥
雁
和
し
た
の
了
あ
言
う
沈
絢
の
二
一
月
三
日
率
爾
成
章
」
《
に
ま

つー

了
椎
測
し
う
ろ
。

一
“

毎挙皐も甥睾
̅
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